
【 トリーカ概略年表 】 
                                                          NO.1 

 期 年  次 事 業 所 の 開 設 、移 転 等 備        考 

 １ Ｓ36年(1961) 
 4月 鳥取西村メリヤス㈱設立（資本金 300万円） 
   名和町誘致により名和工場開設   
11月 西伯工場開設 

10月 増資  資本金 1,000万円 
   社長  西村洋二 就任 

 ２ S37年(1962)  3月 トリコット工場竣工  

 ３ S38年(1963) 
 3月 北条町の誘致により、北条工場開設 
 7月 東西メリヤス工業㈱を経由し、㈱ワコールと 
   取り引き始まる 

 

 ４ S39年(1964) 10月  大阪の西村メリヤス㈱経営行きづまる  6月  増資  資本金 2,000万円 

 ５ S40年(1965)  1月  鳥取西村メリヤス㈱と㈱ワコールと直接取引 
   開始  1月 社長 宗安正政 就任 

 ６    

 ７    

 ８ S43年(1968)  8月  蝶理㈱と共同出資により 
   兵庫西村メリヤス㈱設立（資本金 1,000万円）  

 ９ 

S44年(1969) 
S45年(1970) 

 
 

 4月 西伯工場 西伯町原に移転 
 1月 トリコット工場増築 
 1月 若狭工場開設 
 2月 岡山西村メリヤス㈱設立（資本金 500万円） 

 

 １０ S45年(1970)  8月  淀江工場開設 
 9月  伯太工場開設  

 １１ S47年(1972) 2月  鳥取、兵庫、岡山西村メリヤス三社合併し、  
   ㈱トリーカと改称 ・本社を鳥取市に置く  2月 資本金 4,500万円 （蝶理比率 68.4%) 

 １２ S47年(1972)  4月  伯太工場 伯太町東母里に竣工移転  

 １３ S48年(1973) 
 1月  総社市に岡山トリーカ㈱設立 
 6月  大阪営業所を茨木市に移転 
 9月  裁断ｾﾝﾀｰ竣工、名和工場 名和町西坪に移転 

 
 
 9月  ㈱ワコール資本参加（ 8.9% ㈱蝶理より移動） 

 １４ S49年(1974)   5月 繊維労連トリーカ労働組合結成 
 5月 全繊同盟トリーカ労働組合結成 

 １５ S50年(1975)  4月  長崎工場開設 
 5月  新宮工場開設  

 １６ S52年(1976)  2月  本社を取市栄町（日の丸印刷ビル）  

 １７ S52年(1977) 
S53年(1978) 

 5月  肥前工場開設 
 2月 岡田産業㈱増資に伴い出資 

 3月  増資  資本金 5,150万円 
         （ワコール比率 29.9％） 

 １８ S53年(1978)  9月  北条工場改築 
11月  岡山トリーカ㈱解散し、当社総社工場発足  

S54年(1979) 
 
 9月  西伯工場改築 

 
 8月  増資  資本金 8,740万円 

  １９ 
(1979) 

 
昭和55年 
(1980) 

 9月  社会福祉法人「吉備の国」福祉会を設立     
   みどり保育園を総社市に開園         
                         
                         

   （ワコール比率 56.4％  ㈱蝶理ゼロとなる） 
                         
 2月  適格企業年金加入（日本生命）        
                         

 ２０ S55年(1980)  3月  ㈱タクトを茨木市に設立 
 8月  ㈱タクト青谷工場開設       決算期変更：３月20日より８月31日に 

 ２１ S56年(1981) 12月 ㈱タクト野田設立に伴い㈱タクトより出資 10月  創立２０周年記念式典開催 

 ２２ S57年(1982)  6月  兵庫さのう工場閉鎖、兵庫工場増改築  

 ２３ S57年(1982) 
S58年(1983) 

12月 美作工場竣工移転 
 6月  津山工場閉鎖、美作工場に統合 

 
 8月  タクト全株式をトリーカに吸収100%子会社化 
12月 大阪営業所 ＮＥＣパソコン１号機設置 

 ２４ S59年(1984) 
 3月  伯太工場増設 
 7月  肥前工場増改築 
 8月  みどり山荘開設（播磨研修センター） 

7月 社員持ち株会「トリーカ育友会」発足 

 ２５ 
S59年(1984) 
S60年(1985) 

 

11月  新宮工場を㈱タクトへ移籍 
 
 

 2月 会計方針変更：退職給与引当金 （税法基準 
   より期末要支給額方式・仮仕入れ処理等開始 

 ２６ S61年(1986)  7月  新宮工場を㈱ブリードへ譲渡  

 ２７ S62年(1987)  2月  淀江工場、用地購入    30/30 増減運動開始 



                                                    NO.2 

 
 

期 年  次 事 業 所 の 開 設 、移 転 等 備        考 

 ２８ 

S62年(1987) 
 

S63年(1988) 
 

10月  長崎工場竣工移転 
 
 2月  裁断センター増築 
 
 

   決算期変更：８月31日より３月31日に 
   第28期は昭和62年9月1日～昭和63年3月31日となる 
11月  会長  宗安正政 
   社長 福永兵一郎 就任 

 ２９ S63年(1988) 
 4月  裁断センターを閉鎖し、鳥取センター発足 
 4月  淀江工場、事務所増設 
10月  ㈱タクト、青谷工場改築 

 
 

 ３０ H元年(1989) 
 

 4月  ㈱タクト、高尾野工場発足 
11月  ㈱タクト、長島工場発足 

 4月  ㈱タクト、スタジオぺぺ発足 
 8月 増資  資本金 9,240万円（ワコール比率53.3％） 

 ３１ H 2年(1990)  4月  生産性向上運動３ケ年計画スタート ９月  カップ指向、「人間主体企業」構想発表 

 ３２ H 3年(1991) 
 3月 北条工場 裁断場増築 
 5月  鳥取地区構造改善 （裁断自工場化） 
11月  鳥取センターを名和工場に併合 

 5月  社 長    高田辰義 
   常勤相談役 宗安正政 就任 
10月  創立３０周年記念式典開催 

 
３３ 

H 4年(1992) 
 

H 5年(1993) 

 7月  本社・本店所在地を茨木市へ移転 
12月  淀江工場新築 
 

 4月 トリーカルネッサンス構想スタート 
 
 1月 ＳＴＭによる幹部教育プロジェクト発足 

 ３４ H 5年(1993) 
H 6年(1994) 

 1月  ㈱タクト 長島工場新築 
 1月 中期経営方針（第一次５ケ年計画）発表 

 6月 ﾌﾗｽﾘｯﾌ生産全面終結、ﾌﾗｼﾞｬｰ へ転換 
    

 ３５ 

H 6年(1994) 
 
 
H 7年(1995) 

 4月 中期経営方針（第一次５ケ年計画）スタート 
 
 1月 阪神安治大地震 
 

 4月 人事制度の抜本的改正プロジェクト発足 
 7月 人事理念の策定 
 1月 「国内存続にこだわる方針」発表 

 ３６ 

H 7年(1995) 
 
H 8年(1996) 

 

12月 肥前工場増改築 
 
 1月 岡山県輸出縫製品工業協同組合に加盟 
 3月 兵庫県輸出縫製品工業協同組合に加盟 

 7月 ﾄﾘｰｶ･ﾀｸﾄ社内役員 「合同経営研究会」発足 
10月 相談役 宗安正政ご逝去 
〃  宗安家、ﾄﾘｰｶ･ﾀｸﾄ･ﾌﾘｰﾄ ３社、合同葬儀 
11月 故宗安正政氏 「勲五等瑞宝章」受勲 

 ３７ 

H 8年(1996) 
 
 
H 9年(1997) 

 

 5月 総社工場 全面改修 
 6月 中国人研修生受入事業ｽﾀｰﾄ 初回 総社 4名 
 3月 ﾄﾘｺﾂﾄ 工場 杭州旭化成に設備を譲渡し、 
   事業所を閉鎖 
 

 4月 「スタジオ・ペペ」トリーカ管轄に移行 
 1月 杭州旭化成に技術指導派遣 
 〃  兵庫に縫製場管理機器P.D.P.ｼｽﾃﾑ導入 
 2月 新人事制度構築 完成 

 ３８ H 9年(1997)  3月 岡田産業㈱出資解消 
 

 4月 ㈱タクト決算期 ４／１～３／末に変更 
 4月 新人事制度運用開始 
 1月 社内TV会議システム開始 

 ３９ H10年(1998) 

 4月 第二次中期経営方針スタート 
 4月 ㈱タクトを吸収合併 
 〃  米子工場操業開始（西伯・伯太工場を統合） 
11月 高尾野工場増築 

 6月 ㈱ワコール塚本会長ご逝去 
 9月 トリーカ変革21 提案 
11月  ISO9002認証取得（肥前・長崎工場） 
 

 ４０ H11年(1999) 10月 大山工場操業開始（名和・淀江工場を統合） 
 1月 「赤字3年 工場閉鎖」の原則発表 
12月 ISO9002認証取得（米子工場） 
12月 ﾄﾘｰｶ変革21 工場別賞与実施 

４１ H12年(2000) 

 
 
 
 8月 中国大連生産品 受入開始 
10月 鳥取県西部地震発生 

 4月 社内WAN｢StarOffice｣･｢新経理ｼｽﾃﾑ｣運用開始」 
 〃  工場別月度業績連動｢成果給制度｣運用開始 
   (従来の固定基本給100%から変動給与に移行) 
 6月 会長 髙田辰義 
   社長 竹中顕二 就任 

４２ 

H13年(2001) 
 

H14年(2002) 
 

 3月 大阪輸出縫製品工業協同組合 
  
 5月 旧新宮工場 ﾌﾞﾘｰﾄﾞより㈱ﾀｸﾄ野田へ譲渡 
 1月 個人ﾍﾞﾝﾁｬｰ14社を社内に起業 

 4月 W1400対応の決意を発表 
 3月 適格企業年金(日本生命)脱退 
 3月 鳥取銀行保有の当社全株式親和商事に譲渡 

 

４３ 
H14年(2002) 

 
H15年(2003) 

 4月 第三次中期経営方針スタート 
12月 個人ﾍﾞﾝﾁｬｰの法人化と新設 計26社有限会社設立 
 3月 青谷工場増改築 
 2月 ﾄﾘｰｶ企画中国生産品の輸入販売開始 

 4月 ﾄﾘｰｶ大改革21 給与･賞与･退職金等労務制度の 
   全面的改革のもと運用開始 
 8月 肥前･長崎ISO9001認証取得 
  

 ４４ H15年(2003) 
 

 4月 新型肺炎｢ＳＡＲＳ｣研修事業に大きく影響 
  

４５ H16年(2004)     研修生受入事業300名体制完成 
11月  北条工場全面建替え   

４６ 
 

H17年(2005) 
 

 4月 第四次中期経営方針スタート 
12月 KES認証全事業所取得 

 6月 相談役 高田辰義 就任 
12月 UIゼンセン同盟トリーカ労働組合二組合一本化 

 

４７ H18年(2006)    

 


